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事後評価票 

 

（平成２５年３月現在） 

１．課題名 粒子線がん治療に係る人材育成プログラム 

２．評価結果 

 （１）課題の達成状況 

 

○ プログラムの目的 

粒子線がん治療に特化した固有の知識・技術を有する放射線腫瘍医、医学物理士、診療放

射線技師等を養成するため、人材育成カリキュラムを策定するとともに、既存粒子線治療施設

を活用したＯＪＴ（On the Job Training）による研修を実施し、５年間で４０名程度の中核的な役割

を果たす専門人材を育成する。 

 
○ 課題の達成状況 

研修に使用されるＯＪＴカリキュラム、ＯＪＴガイドブック基礎研修テキスト、ＯＪＴ達成度評価シ

ートは、平成１９年度に協働機関の協力を得て粒子線治療に係る人材育成委員会にて作成さ

れた。平成２０年度以降は、これらの資料について研修実施時の経験や協働機関からの要望

等を基に適宜見直しが行われた上で、研修等に利用された。また、前述の資料以外に新たに

必要とされる教材、資料等も作成され、これらも協働機関におけるＯＪＴ入門セミナーにおいて、

有効に利用された。 

研修者へのＯＪＴは、粒子線治療施設をもつ協働機関である国立がん研究センター東病院、

国立大学法人 筑波大学陽子線医学利用研究センター、静岡県立静岡がんセンター、兵庫県

立粒子線医療センター、独立行政法人放射線医学総合研究所重粒子医科学センター、財団法

人若狭湾エネルギー研究センター粒子線医療研究室において実施された。また、幅広い知見

を涵養する観点から、研修施設を他の施設に変更しての短期間ＯＪＴも実施された。 

なお、平成２３年度末までに修了認定審査を受けることが出来なかった研修者に対しては、

ＯＪＴ実施施設の協力により、本プログラム終了後である平成２４年度も無償でＯＪＴが継続でき

ることとなり、最終的には当初目的通り４１名の研修終了認定者を確保できる見込みとなった。 

目標として設定していた「人材育成カリキュラムの策定」、「OJT等の実施」、「４０名程度の中

核的な役割を果たす専門人材の育成」は前述の通り目標通りに達成され、また、現下の粒子

線がん治療を巡る計画の進捗等を踏まえれば、「必要性」「有効性」「効率性」の点でも一定の

要件を満たしたと考える。 
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（２）成果 

 

○ 研修者の受入・育成状況 

中間評価の段階（平成２１年１２月末現在）では研修の受入者数が１６名と、目標を下回って

いたが、最終的には４１名を受入れ、研修終了認定者の育成を図ることができたことは、当初

目的を達成したものと評価できる。また、実際の医療現場を活用したＯＪＴ教育は、即戦力とな

る人材を育成する上で一定の成果を得られたと考えられる。 
○ 研修内容・研修環境の整備等 

カリキュラム、教材等の整備については、必要な資料が作成され、今後の各機関における人

材育成にも活用可能なものとして研修環境が整備されたことの意義は大きい。 
訓練用治療計画装置等のＯＪＴ環境の整備については、ＯＪＴを円滑に実施するための訓練

用装置、放射線計測機器等が整備され、また、これらの機器等を活用し十分なＯＪＴが実施さ

れた。 
各種委員会等からなる人材育成のための総合的推進体制の確立については、人材育成委

員会、代表者会議等が設置され、これらの委員会等において本プログラムの総合的推進およ

び研究内容の企画・調整等が行われ、人材育成のための総合的推進体制が確立されたと評

価される。 
入門セミナーと基礎研修については、専門家の育成のみならず広く一般の参加者が多く参

加しており、粒子線治療の普及の観点から評価される。 
研修内容の企画・調査、育成者の募集等については、最終的に当初目標である40名程度の

人材育成を達したこと、多くの一般参加者を得たことは評価される。また、英語教材を作成する

など国際化を視野においたことは、評価される。 
成果の発表については、平成１９～平成２０年度にしか行われておらず、普及啓発の観点よ

り多くの回数が行われるべきであったと思われる。 
 

○ 波及効果 

各粒子線治療機関において中核的な役割を担う人材が育成されたこと、今後も活用しうるカ

リキュラムや教材が作成されたこと等、本事業の終了後も各施設を中心に人材育成を行ってい

くための環境整備が行われたと考えられる。今後、本プログラムにおける研修終了者がこれら

のカリキュラムや教材、本プログラムで培われた知見等を活用し、各施設において更なる人材

育成の取組が行われていくものと期待される。こうした点から、事業期間を越えても継続的に人

材が育成されていく体制や環境が整備された点において、本プログラムは波及効果の面でも

一定の成果をおさめたものと評価される。 
 

 （３）今後の展望 

 
現在、国内はもとより、海外においても粒子線がん治療施設の増設が見込まれている中、日本

国民への最適な医療の提供の観点からも、我が国の医療機器の海外展開の観点からも、粒子

線治療に携わる人材育成の需要は、依然として高いと考えられる。今後は、本プログラムによる
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研修終了認定者が中心となり、各施設において、あるいは各施設連携のもので、本プログラムに

より整備されたカリキュラム、資料等も活用しつつ広く人材が育成されていくことが望まれる。 

海外展開の観点からは、研修教材の英語化を行ったところであるが、こうした観点からは、欧

米の先駆的機関の教育プログラムとの交流も重要と考えられる。 

いずれにおいても本プログラムによる研修終了認定者が今後は、後進の指導にあたる役割を

担うことを期待する。 

 



 


